






 

 小児期の尿路感染症の実態を検討する目的で,川口済生会総合病院および埼

玉医科大学小児科に入院,または外来にて本症と診断された患児について,年令

差および性差による頻度,臨床症状,起因菌および基礎疾患の有無などについて

検討した成績とあわせ,1977 年度に施行した東京都練馬区学童集団検尿による

無症候性細菌尿の発見率につき報告する。 

 尿路感染症,無症候性細菌尿の診断は,連続 2 回以上陰部を洗浄後,中間尿を

滅菌試験管に採尿,定量培養し,細菌数が 1O5/ml 以上検出したもの,および急性

尿路感染症の症状,または白血球尿 1 視野 5 ケ以上を認めるものとした。全例

IVP を施行した。反復の既往を有するもの,IVP で腎杯腎盂の変形,実質の浸潤を

認めるものを慢性腎盂腎炎と診断した。 


